
県
内
13
人
目
「
人
間
国
宝
」

　

琉
球
古
典
音
楽
・
野
村
流
伝
統
音
楽
協
会
会

長
の
中
村
一
雄
さ
ん
（
字
大
田
出
身
）
が
令
和

元
年
10
月
、
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
「
琉
球

古
典
音
楽
」（
各
個
認
定
）
保
持
者
、
人
間
国

宝
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
人
間
国
宝
は

13
人
目
で
、
芸
能
分
野
で
は
８
人
目
と
な
り
ま

す
。

　

父
昌
福
さ
ん
の
影
響
で
始
め
た
三
線
は
、
24

歳
の
頃
野
村
流
三
線
演
奏
家
の
野
村
義
雄
先
生

に
弟
子
入
り
し
本
格
的
に
琉
球
古
典
音
楽
（
歌

三
線
）を
始
め
、出
勤
前
、退
社
後
、休
日
と
日
々

練
習
に
励
ん
だ
そ
う
で
す
。
28
歳
本
島
へ
の
転

勤
を
機
に
知
念
秀
雄
先
生
へ
弟
子
入
り
し
、
多

く
の
舞
台
を
踏
み
、
46
歳
で
野
村
流
師
範
免
許

を
取
得
し
、
平
成
28
年
に
野
村
流
伝
統
音
楽
協

会
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

中
村
一
雄
さ
ん
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
で

は
平
成
13
年
「
沖
縄
伝
統
舞
踊
」
保
持
者
、
平

成
20
年
「
沖
縄
伝
統
音
楽
野
村
流
」
保
持
者
、

国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
（
総
合
認
定
）
で
は

平
成
13
年
「
組
踊
」、
平
成
29
年
「
琉
球
舞
踊
」

と
多
く
の
功
績
を
持
ち
、
野
村
流
伝
統
音
楽
協

会
の
後
継
者
育
成
や
、
国
内
・
国
外
で
の
公
演
、

中
村
一
雄
さ
ん
の
歌
三
線
の
原
点
で
あ
る
久
米

島
の
若
者
達
に
「
謡
心
（
う
た
ぐ
く
る
）」
の

大
切
さ
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
始
め
た
「
久
米

島
古
典
民
謡
大
会
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
活
躍

が
高
く
評
価
さ
れ
人
間
国
宝
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

三
線
に
完
成
は
な
い

　
　
　
　
　
死
す
ま
で
学
ぶ
べ
し

　

令
和
元
年
12
月
20
日
に
久
米
島
町
で
開
催
し

た
人
間
国
宝
認
定
祝
賀
会
で
中
村
一
雄
さ
ん
は

「
重
要
無
形
文
化
財
各
個
認
定
を
受
け
て
責
任

の
重
さ
に
今
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
頑
張
れ

ね
ば
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
芸
能
に
は
死
す
ま

で
学
ぶ
べ
し
と
い
う
格
言
が
あ
る
。
三
線
に
は

完
成
は
な
い
。
生
き
て
い
る
限
り
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
お
り
、
今
後
も

芸
能
分
野
に
貢
献
し
て
い
く
と
誓
い
ま
し
た
。

タ
イ
ム
ス
ホ
ー
ル
で
の
公
演

　

12
月
７
、８
日
、
那
覇
市
の
タ
イ
ム
ス
ビ
ル

で
開
催
し
た
「
久
米
島
町
観
光
・
物
産
と
芸
能

フ
ェ
ア
」
の
芸
能
公
演
で
は
、
中
村
一
雄
さ
ん

が
特
別
出
演
し
て
く
だ
さ
り
、「
木
綿
花
節
」

や
中
村
一
雄
さ
ん
が

作
詞
作
曲
し
た
「
首

里
城
節
」、
波
平
憲

広
先
生
が
作
詞
作
曲

し
、
中
村
一
雄
さ
ん

へ
持
ち
歌
に
し
て
も

い
い
い
よ
と
託
し
た

「
ふ
る
さ
と
」
を
披

露
し
、
会
場
は
感
動

と
暖
か
い
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

8月22日人間国宝認定報告で町長表敬ください
ました

久米島西中学校生徒と「木綿花節」を披露する中村さん

写真　12月、タイムスホールにて公演（中村一雄　至高の芸と久米島芸能の夕べ）

玉城千枝道場による余興「寿の舞」

首
里
城
節　
　
　

      

作
詞
作
曲　
中
村 

一雄

一　
あ
だ
果
報
の
つ
き
ゃ
す　
夢
や
ち
や
う
も
見
だ
ぬ

　
　
　
　
生
ま
れ
島
向
て　
御
恩
お
く
ら

二　
響と

よ
む
首
里
城　
御
万
人
の
誇
り

　
　
　
　
ひ
や
み
か
ち
起
こ
せ　
能
羽
の
ち
か
ら

三　
初
春
に
な
れ
ば　
う
れ
し
こ
と
の
せ
て

　
　
　
　
弾
き
ゅ
る
三
線
の　
音
の
し
ゅ
ら
さ

歌
意

一　
思
い
が
け
な
い
幸
運
が
我
が
身
に
付
く
と
は
、

夢
に
さ
え
み
た
こ
と
が
な
い
、

　
遠
く
離
れ
た
生
ま
れ
島
、私
を
育
て
て
く
れ
た

久
米
島
に
感
謝
の
念
を
送
り
た
い

二
名
高
き
首
里
城
は
、沖
縄
県
民
の
誇
り
だ
、ひ

や
み
か
ち
再
建
し
よ
う
　
芸
能
の
力
で

三
首
里
城
再
建
の
暁
に
は
歌
や
踊
り
で
祝
お
う
、

そ
の
時
の
三
線
の
響
き
は
実
に
美
し
い

首
里
城
節
は
20
年
く
ら
い
前
に
首
里
城
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
詩
は
人
間
国
宝
認
定

と
首
里
城
再
建
に
触
れ
て
作
詞
し
た
も
の
で
す
。

一番
は
祝
賀
講
演
で「
慶
祝
の
響
き
」太
鼓
演
奏
の
た
め

に
火
災
前
に
作
詞
し
た
も
の
で
す
。二
番
は
琉
球
新

報
の「
ひ
や
み
か
せ
首
里
城
再
建
」に
か
け
て
作
詞
し

た
も
の
で
、三
番
は
琉
歌
集
よ
り
。
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